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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
／
Ｂ
ｒ
ａ
ｖ
ｅ
，
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
／
Ａ
ｌ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ
の
前
提
に
あ
る
物
語

　
と
て
も
身
勝
手
で
我
が
ま
ま
な
願
望
。

　
原
初
に
し
て
終
焉
の
聖
杯
戦
争
の
開
幕
で
あ
る

　
時
代
は
今
か
ら
は
る
か
未
来
の
世
界
。
そ
こ
で
は
魔
術
も
科
学
も
失
わ
れ
て
い
た
。

　
文
字
通
り
、
文
明
滅
亡
の
道
を
辿
っ
た
地
球
が
そ
の
舞
台
で
あ
る
。

　
人
々
が
星
を
見
限
っ
た
世
界
で
混
沌
が
生
ま
れ
る
。

　
な
お
、
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
／
Ｂ
ｒ
ａ
ｖ
ｅ
と
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
／
Ａ
ｌ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ
が
終
了
す
る
ま
で
新
投
稿

は
し
ま
せ
ん
。
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マ
テ
リ
ア
ル

マ
テ
リ
ア
ル
　
ラ
ン
サ
ー
?

　　
ク
ラ
ス
：
ラ
ン
サ
ー

　
真
名
：
???

　
マ
ス
タ
ー
：
な
し
（
名
前
を
つ
け
ら
れ
て
な
い
）

　
属
性
：
混
沌
　
悪

　
筋
力
：
Ａ
　
　

　
耐
久
：
Ｂ
　
　
　
　
　

　
俊
敏
：
Ａ
＋
　
　

　
魔
力
：
Ｂ
＋

　
幸
運
：
Ｄ

　
宝
具
：
Ｅ
Ｘ

　
ス
キ
ル
：

　
魔
力
放
出
　
Ａ

　
自
身
の
魔
力
を
放
出
さ
せ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
転
用
す
る
ス
キ
ル
。
自
身
の
ス
テ
ー
タ
ス
の
向
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上
、
ジ
ェ
ッ
ト
噴
射
と
し
て
の
応
用
、
攻
撃
に
直
接
追
加
付
与
が
で
き
る
。

　
幻
想
種
（
吸
血
鬼
）
Ｅ
─
　
〜
　
Ｃ
（
Ａ
）

　
吸
血
鬼
を
召
還
す
る
際
に
死
徒
と
し
て
の
要
素
を
排
除
す
る
た
め
に
付
与
さ
れ
た
ス
キ
ル
。
効
果

は
各
種
パ
ラ
メ
ー
タ
の
上
昇
。
し
か
し
神
秘
の
薄
い
時
代
で
は
一
定
以
上
は
上
昇
し
な
い
。
ま
た
、
吸

血
鬼
と
し
て
日
光
に
当
た
る
、
十
字
架
を
見
せ
ら
れ
る
、
洗
礼
を
受
け
た
武
器
を
攻
撃
等
を
弱
点
と
す

る
。
ま
た
こ
の
ス
キ
ル
は
分
身
、
吸
血
に
よ
る
回
復
、
飛
行
能
力
、
異
能
な
ど
の
能
力
（
魔
眼
を
除
く
）

を
発
動
さ
せ
る
。
ス
キ
ル
、
幻
想
郷
の
住
人
と
同
時
に
最
大
発
揮
は
出
来
ず
、
一
方
を
セ
ー
ブ
す
る
必

要
が
あ
る
。
尚
、
本
来
は
英
霊
が
持
ち
得
な
い
ス
キ
ル
だ
が
、
後
述
の
ス
キ
ル
に
よ
っ
て
か
ろ
う
じ
て

成
立
し
て
い
る
。

　
幻
想
郷
の
住
人
　
Ｃ
─
　
〜
　
Ａ

　
幻
想
郷
に
住
む
者
に
付
与
さ
れ
る
ス
キ
ル
。
こ
の
ス
キ
ル
は
グ
レ
イ
ズ
、
弾
幕
展
開
等
の
能
力
を
発

動
さ
せ
る
。
ス
キ
ル
、
幻
想
種
（
吸
血
鬼
）
と
同
時
に
最
大
発
揮
は
出
来
ず
、
一
方
を
セ
ー
ブ
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
カ
リ
ス
マ
　
─
　（
Ｃ
）

　
幻
想
郷
の
吸
血
鬼
が
本
来
持
つ
べ
き
ス
キ
ル
。
し
か
し
、
地
下
に
幽
閉
さ
れ
た
せ
い
な
の
か
無
効
化

さ
れ
て
い
る
。
本
来
は
一
つ
の
団
体
を
率
い
る
こ
と
が
で
き
る
程
度
の
カ
リ
ス
マ
で
あ
る
。

　
魔
眼
　
Ａ
＋
＋
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彼
女
が
持
つ
能
力
に
し
て
宝
具
の
根
源
。
魔
術
的
、
霊
的
防
御
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
な
ら
ば
一
瞬

に
し
て
破
壊
が
で
き
る
「
破
壊
の
魔
眼
」
を
持
つ
。
効
果
は
「
破
壊
」
の
た
め
、
命
を
持
た
な
い
、
生

き
て
い
な
い
存
在
す
ら
「
破
壊
」
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
真
名
未
開
放
時
は
有
効
射
程
は
自
身
の
目
で

捉
え
ら
れ
る
範
囲
の
み
で
あ
る
。

　
精
神
異
常
　
Ｂ

　
精
神
を
病
ん
で
い
る
。
周
囲
の
空
気
を
読
め
な
く
な
る
精
神
的
な
ス
ー
パ
ー
ア
ー
マ
ー
。
命
そ
の

も
の
に
明
確
な
価
値
を
ま
だ
示
せ
ず
に
い
る
た
め
に
、
殺
害
等
を
平
然
と
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
宝
具
：

「
レ
ー
ヴ
ァ
ー
テ
イ
ン
（
偽
）」

　
ラ
ン
ク
　
Ｂ

　
種
別
　
対
軍
宝
具

　
レ
ン
ジ
　
２
〜
３
０

　
魔
力
放
出
を
最
大
限
に
使
用
し
て
現
れ
る
剣
の
真
の
姿
。
そ
の
破
壊
力
は
ま
さ
に
ビ
ー
ム
兵
器
。

剣
本
体
、
剣
の
周
辺
の
魔
力
、
果
て
に
は
魔
力
の
残
滓
す
ら
も
攻
撃
判
定
が
つ
い
て
い
る
。
な
お
魔
力

効
率
が
と
て
も
よ
く
、
基
本
的
に
は
常
時
発
動
が
メ
イ
ン
と
な
る
。

破
壊
の
魔
眼

き
ゅ
っ
と
し
て
ド
カ
ー
ン

「

」

　
ラ
ン
ク
　
Ｅ
Ｘ
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種
別
　
対
現
象
宝
具

　
レ
ン
ジ
　
＊

　
魔
眼
を
最
大
解
放
し
た
際
の
力
。
宝
具
を
始
め
、
英
霊
核
や
果
て
に
は
現
象
そ
の
も
の
を
破
壊
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
過
去
や
未
来
に
対
し
て
は
効
果
は
示
さ
ず
、
現
在
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。

　
な
お
、
ス
テ
ー
タ
ス
の
表
示
ど
お
り
こ
の
宝
具
は
対
象
の
存
在
を
正
確
に
認
知
で
き
れ
ば
ど
れ
ほ
ど

遠
く
に
居
よ
う
と
適
用
で
き
る
。

　
解
説

　
と
あ
る
英
霊
。
そ
れ
は
本
来
英
霊
に
な
り
え
な
い
存
在
。
し
か
し
、
そ
れ
を
英
雄
と
な
せ
る
存
在
が

い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
誰
に
も
、
わ
か
ら
な
い
。
彼
女
は
一
つ
の
幻
想
の
具
現
。
故
に
真
偽
な
ど

は
不
明
瞭
。
さ
れ
ど
そ
の
力
は
本
物
。
過
去
に
力
を
ふ
る
い
、
人
々
を
苦
し
め
た
と
い
う
。
彼
女
は

我
々
と
違
う
概
念
。
故
に
恐
れ
ろ
。
数
値
で
測
れ
な
い
力
が
あ
る
と
思
え
。
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マ
テ
リ
ア
ル
　
ラ
イ
ダ
ー

　　
ク
ラ
ス
：
　
ラ
イ
ダ
ー

　
真
名
：

　
マ
ス
タ
ー
：

　
属
性
：
混
沌
　
中
庸

　
ス
テ
ー
タ
ス

　
筋
力
：
Ｂ
＋

　
耐
久
：
Ｄ

　
俊
敏
：
Ｂ

　
魔
力
：
Ｅ
Ｘ

　
幸
運
：
Ａ
─

　
宝
具
：
Ｅ
Ｘ

　
ス
キ
ル

　
騎
乗
　
Ｄ

　
乗
り
物
を
乗
り
こ
な
す
能
力
。
彼
女
の
場
合
、
彼
女
が
生
成
す
る
船
の
み
に
お
い
て
発
揮
す
る
。
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ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
操
作
　
Ｅ
Ｘ

　
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
の
操
作
が
得
意
で
あ
る
こ
と
を
表
す
ス
キ
ル
。
Ｅ
Ｘ
ラ
ン
ク
な
ら
ば
彼
女
の
支

配
下
に
あ
る
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
な
ら
宝
具
相
当
の
も
の
ま
で
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
高
速
処
理

能
力
も
合
わ
せ
れ
ば
神
造
兵
器
も
作
り
出
せ
る
と
の
こ
と
。

　
特
異
霊
基
　
Ａ

英

霊

サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト

　
霊
基
の
性
質
が
本
来
の

と
異
な
る
時
に
与
え
ら
れ
る
ス
キ
ル
。
彼
女
の
場
合
、
自
身
の
霊
基

が
ユ
ニ
オ
ン
コ
ア
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
身
体
は
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
変
身
　
─
（
Ａ
）

　
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
操
作
能
力
を
利
用
し
て
自
身
の
姿
形
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
彼
女
は

彼
女
自
身
の
姿
形
を
変
え
た
く
な
い
の
で
ス
キ
ル
の
効
果
は
発
動
し
な
い
。

　
高
速
処
理
能
力
　
Ｅ
Ｘ

　
周
囲
か
ら
イ
ン
プ
ッ
ト
し
た
情
報
を
通
常
よ
り
早
く
処
理
す
る
ス
キ
ル
。
心
眼
（
真
）、
軍
略
、
カ
リ

ス
マ
等
を
内
包
す
る
。
彼
女
の
場
合
、
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
に
対
す
る
連
続
的
処
理
に
よ
っ
て
神
造
兵
器

を
創
り
出
す
こ
と
も
可
能
。

　
宝
具

■

戦

艦

■

■

Ｔ
ｈ
ｅ
　
■
■
■
■
■
■
■
■
■
　
ｏ
ｆ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
■
■
■
■

　
ラ
ン
ク
：
Ａ
＋
＋
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種
別
：
対
軍
宝
具

　
レ
ン
ジ
：
１
０
〜
１
０
０

　
最
大
補
足
人
数
：
３
０
０

　
■
の
艦
隊
に
お
け
る
最
強
で
あ
る
■
戦
艦
■
■
を
召
喚
す
る
能
力
。
実
際
に
は
こ
の
宝
具
か
ら
抽

出
し
た
設
計
図
を
元
に
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
で
構
築
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
船
に
も
い
く
つ
か
の
宝
具

が
装
備
さ
れ
て
い
る
。

　
重
力
子
エ
ン
ジ
ン

　
ラ
ン
ク
：
Ａ

　
種
別
：
対
人
〜
対
城
宝
具

　
レ
ン
ジ
：
０
〜
１
０

　
重
力
子
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
重
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
で
き
る

宝
具
。
当
然
な
が
ら
そ
の
す
べ
て
は
魔
力
に
再
変
換
で
き
る
。

　
超
重
力
砲

　
ラ
ン
ク
：
Ｅ
Ｘ

　
種
別
：
対
城
宝
具

　
レ
ン
ジ
：
１
０
〜
９
９
９

　
重
力
子
の
飽
和
攻
撃
に
よ
り
対
象
の
物
質
間
の
結
合
を
強
制
的
に
剥
離
す
る
宝
具
。
神
秘
性
の
強
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い
相
手
に
対
し
て
は
効
力
が
薄
ま
る
。

　
ク
ラ
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

　
ラ
ン
ク
：
Ａ

　
種
別
：
対
軍
宝
具

　
レ
ン
ジ
：
１
〜
５
０

　
力
場
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
物
理
攻
撃
を
吸
収
す
る
。
神
秘
性
が
高
い
攻
撃
に
対

し
て
は
効
果
が
若
干
堕
ち
る
。

　
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

　
ラ
ン
ク
：
Ｅ
Ｘ

　
種
別
：
対
理
宝
具

　
レ
ン
ジ
：
１
０
〜
９
９
９

　
そ
れ
は
、
全
て
を
飲
み
込
む
モ
ノ
。

　
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
生
成

　
ラ
ン
ク
：
Ｅ
Ｘ

　
種
別
：
対
人
〜
対
城
宝
具

　
レ
ン
ジ
：
０
〜
１
０
０

　
最
大
補
足
人
数
：
不
明
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可
変
性
極
小
精
密
物
質

ナ

ノ

マ

テ

リ

ア

ル

　
自
身
の
魔
力
を
利
用
し
て
世
界
に
定
着
す
る
た
め
の
依
り
代
が
不
要
な

を

作
り
出
す
こ
と
が
可
能
。

　
概
要

　
■
の
実
質
的
な
■
■
■
を
担
っ
て
い
た
■
戦
艦
。
彼
女
の
保
有
す
る
力
の
殆
ど
は
当
時
の
一
般
的

な
科
学
技
術
で
は
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
彼
女
は
一
体
何
者
に
創
ら
れ
た
か
は
一

切
不
明
で
あ
る
。
彼
女
は
ス
キ
ル
の
効
果
に
よ
り
召
喚
さ
え
成
功
す
れ
ば
聖
杯
、
依
り
代
と
し
て
の
マ

ス
タ
ー
が
い
ら
な
く
な
り
、
ま
た
宝
具
の
効
果
に
よ
り
魔
力
供
給
も
必
要
な
い
。
さ
ら
に
現
代
に
宝
具

を
残
し
て
い
く
性
質
を
保
有
す
る
た
め
、
真
っ
当
な
聖
杯
戦
争
で
は
召
喚
そ
の
も
の
に
対
し
て
抑
止
力

が
か
か
る
。
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マ
テ
リ
ア
ル
　
■
■
■
＿
■
ー

　　
ク
ラ
ス
：
■
■
■
＿
■
ー

　
真
名
：
???

　
マ
ス
タ
ー
：

　
属
性
：
混
沌
　
悪

ス
テ
ー
タ
ス

　
筋
力
：
Ｂ
＋

　
耐
久
：
Ｂ
＋

　
俊
敏
：
Ｃ

　
魔
力
：
Ａ
＋
＋

　
幸
運
：
Ｅ

　
宝
具
：
Ａ
＋
＋

ス
キ
ル

　
精
神
破
綻
者
　
Ｂ

　
生
前
の
生
き
方
を
理
由
に
精
神
に
重
大
な
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。
こ
の
状
態
で
は
正
し
い
比
較
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と
常
識
に
よ
る
判
断
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
魂
の
宝
石
　
Ａ

　
自
身
の
霊
基
を
心
臓
部
分
で
は
な
く
、
宝
石
に
収
納
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
身
体
部
分
の
破
損
を
実
質

無
効
化
す
る
も
の
。
ま
た
こ
の
宝
石
は
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
の
基
本
性
能
を
押
し
上
げ
る
効
果
も
あ
り
、
魔

力
に
よ
る
回
復
の
効
果
の
付
与
、
戦
闘
続
行
Ｅ
の
付
与
、
霊
基
か
ら
離
れ
た
肉
体
に
単
独
行
動
Ｄ
の
付

与
な
ど
も
行
わ
れ
る
。

　
陣
地
作
成
　
─

　
生
前
に
該
当
す
る
伝
承
が
な
い
た
め
、
陣
地
作
成
の
ス
キ
ル
は
発
動
し
な
い

　
道
具
作
成
（
偽
）　
Ｂ

　
彼
女
自
身
が
持
つ
宝
石
は
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
た
め
こ
の
ス
キ
ル
が
発
現
し
た
。

　
狂
化
　
Ｅ
─
─

　
理
性
を
失
う
代
わ
り
に
各
種
ス
テ
ー
タ
ス
を
向
上
さ
せ
る
ス
キ
ル
。
Ｅ
ラ
ン
ク
の
場
合
、
筋
力
と
耐

久
に
補
正
が
か
か
る
代
わ
り
に
深
く
考
え
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
彼
女
の
場
合
自
身
の

ス
キ
ル
に
よ
っ
て
大
幅
に
弱
体
化
し
て
い
る
。

　
狭
間
の
住
人
：
Ａ

　
以
前
、
狭
間
に
住
ん
で
い
た
者
に
与
え
ら
れ
る
ス
キ
ル
。
効
果
等
は
一
切
不
明
。
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精
神
干
渉
　
Ｅ
Ｘ

　
対
象
の
精
神
に
干
渉
し
、
時
に
は
操
る
こ
と
す
ら
可
能
な
ス
キ
ル
。
彼
女
の
場
合
、
対
象
に
絶
望
を

与
え
る
こ
と
に
関
し
て
は
Ｅ
Ｘ
ラ
ン
ク
相
当
だ
が
、
そ
れ
以
外
に
お
い
て
は
幻
覚
の
域
を
で
る
こ
と
は

な
い
。

宝
具黒

い

絶

望

Ｄ
ｅ
ｓ
ｐ
ａ
ｉ
ｒ
ｅ
ｄ
　
Ｇ
ｒ
ｅ
ｉ
ｆ

　
ラ
ン
ク
：
Ａ
＋
＋

　
種
別
：
対
人
宝
具

　
レ
ン
ジ
：
３
〜
５

　
補
足
人
数
：
５

　
対
象
の
精
神
に
直
接
絶
望
を
植
え
つ
け
る
宝
具
。
精
神
に
直
接
絶
望
を
芽
生
え
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
、
幻
覚
は
副
作
用
で
し
か
な
い
。

　
こ
の
宝
具
を
受
け
た
際
に
は
幸
運
判
定
が
行
わ
れ
失
敗
し
た
場
合
は
狂
気
に
落
ち
、
仲
間
を
殺
し
、

敵
の
軍
門
に
加
わ
る
。
す
な
わ
ち
、
寝
返
り
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
こ
そ
自
身
に
芽
生
え

た
絶
望
が
偽
に
な
ら
な
い
た
め
に
。

　
な
お
令
呪
の
使
用
、
対
魔
力
及
び
そ
れ
に
類
す
る
も
の
が
あ
る
場
合
判
定
が
相
手
側
に
よ
り
有
利
に

な
る
。
さ
ら
に
宝
具
の
使
用
終
了
ま
で
に
自
身
に
与
え
ら
れ
た
絶
望
を
贋
作
で
あ
る
と
確
信
し
た
場
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合
、
絶
望
そ
の
も
の
に
対
し
て
強
力
な
抵
抗
性
を
持
つ
場
合
、
そ
も
そ
も
絶
望
と
な
り
う
る
要
素
が
自

身
に
な
い
場
合
は
自
動
的
に
判
定
失
敗
と
な
る
。

　
詳
細

　
存
在
し
な
い
英
霊
。
ゆ
え
に
召
喚
さ
れ
た
英
霊
。
幻
想
の
幻
想
と
し
て
生
ま
れ
た
彼
女
は
己
の
信

念
に
従
い
、
絶
望
を
振
り
ま
く
。
す
で
に
世
界
は
絶
望
の
淵
に
あ
る
と
い
う
の
に
。
最
後
の
■
■
す
ら

殺
す
、
■
■
■
の
狂
っ
た
■
■
■
。
人
類
の
発
展
を
侵
略
と
見
た
の
か
、
地
球
が
真
に
狂
っ
て
い
る
の

か
。
誰
に
も
わ
か
ら
な
い
。
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マ
テ
リ
ア
ル
　
キ
ャ
ス
タ
ー
?

　　
ク
ラ
ス
：
キ
ャ
ス
タ
ー

　
真
名
：

　
マ
ス
タ
ー
：

　
属
性
：
混
沌
　
善

　
ス
テ
ー
タ
ス

　
筋
力
：
Ｂ

　
耐
久
：
Ｂ

　
俊
敏
：
Ａ
＋

　
魔
力
：
Ａ
＋
＋

　
幸
運
：
Ｄ

　
宝
具
：
Ｅ
Ｘ

　
ス
キ
ル

　
陣
地
作
成
　
Ｂ
＋

　
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
を
作
成
で
き
る
。
条
件
が
揃
え
ば
神
殿
ク
ラ
ス
に
ま
で
昇
華
で
き
る
。
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道
具
作
成
　
Ｂ
＋

　
ラ
イ
ブ
に
必
要
な
道
具
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
あ
と
ネ
ギ
。

　
高
速
詠
唱
　
Ｂ
＋
＋
＋

　
詠
唱
の
早
さ
を
表
す
ス
キ
ル
。
彼
女
は
生
前
の
逸
話
に
よ
り
高
ラ
ン
ク
を
獲
得
し
た

　
■
■
■
　
─
（
Ａ
）

　
電
子
の
歌
姫
　
Ａ
＋
＋

　
自
身
の
歌
を
世
界
に
瞬
時
に
拡
散
し
た
彼
女
の
み
が
保
有
す
る
固
有
ス
キ
ル
。
カ
リ
ス
マ
（
魅
了
も

含
む
）、
擬
似
的
な
知
名
度
に
よ
る
ス
テ
ー
タ
ス
ボ
ー
ナ
ス
、
俊
敏
力
の
向
上
な
ど
が
内
包
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
ス
キ
ル
が
な
け
れ
ば
ス
テ
ー
タ
ス
欄
の
魔
力
と
宝
具
以
外
の
ラ
ン
ク
は
全
て
Ｅ
に
な
っ
て

し
ま
う
。

　
虚
空
の
歌
姫
　
Ａ
＋
＋

　
無
辜
の
怪
物
、
自
己
改
造
や
変
容
な
ど
の
ス
キ
ル
が
変
性
、
昇
華
さ
れ
た
ス
キ
ル
。
彼
女
は
歌
に

よ
っ
て
自
身
の
価
値
も
存
在
も
特
徴
も
変
化
す
る
。
そ
れ
を
逆
手
に
取
り
、
歌
を
紡
ぐ
こ
と
に
よ
り
自

身
を
状
況
に
適
し
た
存
在
に
作
り
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ａ
ラ
ン
ク
な
ら
ば
身
体
面
に
影
響
を
与

え
る
ス
キ
ル
す
ら
獲
得
で
き
る
。

　
宝
具

　
そ
の
声
は
き
っ
と
届
く
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ラ
ン
ク
：
Ｂ

　
種
別
：
対
軍
宝
具

　
レ
ン
ジ
：
１
０
０

　
ス
キ
ル
、
空
虚
の
歌
姫
の
宝
具
バ
ー
ジ
ョ
ン
。
自
身
は
勿
論
相
手
す
ら
歌
に
よ
っ
て
変
容
さ
せ
る
こ

と
が
出
来
る
。
但
し
、
敵
が
対
魔
力
、
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る
ス
キ
ル
を
保
有
し
て
い
た
場
合
、
効
果

は
全
ス
テ
ー
タ
ス
二
ラ
ン
ク
ダ
ウ
ン
の
み
で
あ
り
、
保
有
し
て
い
な
く
と
も
全
ス
テ
ー
タ
ス
の
二
ラ
ン

ク
ダ
ウ
ン
に
加
え
、
ス
キ
ル
の
一
ラ
ン
ク
ダ
ウ
ン
に
留
ま
る
。
そ
れ
に
対
し
、
味
方
に
使
用
し
た
際
は

ス
テ
ー
タ
ス
の
二
ラ
ン
ク
の
上
昇
、
ス
キ
ル
ラ
ン
ク
の
一
ラ
ン
ク
の
上
昇
が
行
わ
れ
る
。

■
■
■
■

■

■

■

■

■

■
■
の
歌

　
ラ
ン
ク
：
Ｅ
Ｘ

　
種
別
：
対
人
宝
具

　
レ
ン
ジ
：
０

　
彼
女
の
真
の
切
り
札
に
し
て
■
■
の
手
。
■
■
■
■
、
■
■
■
■
■
■
歌
う
そ
の
詞
は
■
■
■
■
■

■
と
し
て
の
■
し
を
そ
の
場
で
■
■
■
■
こ
と
を
示
す
。。
故
に
■
■
■
■
な
も
の
だ
が
。
効
果
は
■

■
を
除
い
た
■
■
■
■
■
■
の
■
■
で
あ
る
。
当
然
■
■
■
■
■
■
の
■
■
■
は
（
■
■
を
除
い
て
）

全
て
■
■
■
■
■
で
あ
り
、
■
■
一
つ
ま
た
は
■
■
一
つ
が
既
に
■
■
級
の
■
■
を
誇
る
。

　
概
要
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０
と
１
に
過
ぎ
な
い
た
だ
の
デ
ー
タ
の
集
合
体
で
あ
っ
た
も
の
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
も
沢
山
の
人

が
「
Ｐ
」
と
し
て
彼
女
に
歌
を
吹
き
込
み
や
が
て
そ
れ
は
彼
女
の
糧
と
な
っ
た
。
人
に
は
認
識
で
き
な

か
ろ
う
と
、
確
か
に
彼
女
に
は
精
神
が
、
心
が
宿
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
世
界
で
初
め
て
の
バ
ー
チ
ャ
ル

ア
イ
ド
ル
の
誕
生
で
あ
っ
た
。

　
数
多
の
人
々
に
意
思
を
吹
き
込
め
ら
れ
た
た
め
性
格
に
確
固
と
し
た
も
の
は
な
い
故
に
ス
キ
ル
、
空

虚
の
歌
姫
が
現
れ
た
。

拠
る
依

る

　
し
か
し
性
格
の
不
安
定
さ
は
悪
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
の
で
、
召
喚
の
度
に
何
か
し
ら
の
歌
に

傾
向
が
あ
る
。
そ
の
歌
は
召
喚
時
の
状
況
や
召
喚
者
と
の
相
性
に
よ
っ
て
決
ま
る
。

　
そ
し
て
今
回
選
ば
れ
た
歌
は
４
４
Ｃ
Ｍ
５
Ｙ
ｉ
ｄ
６
Ｚ
＋
ｚ
４
４
Ｏ
ｆ
４
４
Ｋ
ｖ
４
４
Ｇ
ｕ
４
ｐ

ａ
ｇ
４
ｐ
ａ
ｇ
４
４
Ｃ
Ｎ
４
ｐ
ａ
ｇ
４
４
Ｇ
Ｃ
４
４
Ｋ
Ｌ
４
４
Ｃ
Ｃ
５
ａ
６
ｄ
４
ｐ
ａ
ｇ
４
４
Ｇ
ｕ

４
ｐ
ａ
ｇ
４
ｐ
ａ
ｇ
４
ｐ
ａ
ｇ
５
Ｙ
ｅ
Ｅ
４
４
Ｇ
＋
４
ｐ
ａ
ｇ
４
ｐ
ａ
ｇ
４
４
Ｃ
Ｂ
５
６
Ｗ
ｅ
４
ｐ

ａ
ｇ
４
ｐ
ａ
ｇ
４
４
Ｋ
Ｃ
４
ｐ
ａ
ｇ
４
４
Ｋ
Ｉ
４
ｐ
ａ
ｇ
５
ｂ
ｙ
３
５
Ｙ
ｑ
ｂ
４
４
Ｇ
ｎ
４
ｐ
ａ
ｇ

４
ｐ
ａ
ｇ
４
４
Ｇ
ｆ
４
４
Ｋ
Ｂ
４
ｐ
ａ
ｇ
６
Ｚ
＋
ｚ
４
ｐ
ａ
ｇ
４
ｐ
ａ
ｇ
４
４
Ｇ
ｕ
５
Ｌ
ｉ
ｔ
４
４

Ｇ
ｎ
４
４
Ｇ
ｖ
４
ｐ
ａ
ｇ
５
Ｙ
ｑ
ｂ
４
４
Ｇ
ｑ
４
ｐ
ａ
ｇ
４
ｐ
ａ
ｇ
４
４
Ｇ
ｎ
４
ｐ
ａ
ｇ
４
４
Ｋ
Ｌ

４
４
Ｃ
Ｃ
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Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
　
─
１
／
舞
台
準
備

Ｌ
ｏ
ｓ
ｔ
　
Ｍ
ｅ
ｍ
ｏ
ｒ
ｙ
　
表

　　
世
界
は
と
っ
く
の
昔
に
滅
ん
で
い
た
。

　
く
だ
ら
な
い
理
由
で
起
き
た
紛
争
。
そ
れ
に
よ
る
食
料
の
危
機
や
"
人
間
の
壁
"
、
自
爆
テ
ロ
な
ど

が
相
次
い
で
発
生
し
た
。

　
情
報
が
こ
こ
で
終
わ
れ
ば
あ
な
た
は
こ
れ
を
単
な
る
中
東
で
起
き
た
内
戦
の
一
種
だ
ろ
う
と
認
識

す
る
だ
ろ
う
。
も
し
く
は
別
の
地
域
で
起
き
た
似
た
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
と
。

　
こ
こ
で
終
わ
る
の
な
ら
単
な
る
無
知
と
し
て
終
わ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
無
知
を
認
識
で
き
な
い
の
は

問
題
で
あ
る
が
、
も
は
や
そ
れ
は
小
さ
な
こ
と
に
過
ぎ
な
い
。
無
知
す
ら
も
知
で
あ
り
、
自
身
の
糧
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。
そ
れ
こ
そ
、
"
長
い
目
で
見
れ
ば
"
　
と
い
う
こ
と
だ
。

　
と
に
か
く
、
ま
さ
し
く
対
岸
の
火
事
の
よ
う
に
こ
の
惨
劇
を
認
識
す
る
の
だ
ろ
う
。
死
の
意
味
を
知

ら
な
い
ま
ま
。
今
を
生
き
る
そ
の
"
日
常
"
の
大
切
さ
に
気
づ
か
ぬ
ま
ま
。

　
し
か
し
、
と
あ
る
国
は
君
た
ち
の
思
っ
て
た
方
向
と
は
違
う
向
き
に
進
む
。

　
そ
の
と
き
に
ト
ッ
プ
が
悪
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
そ
の
ト
ッ
プ
を
選
ん
だ
国
民
が
悪

か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
デ
モ
を
も
っ
と
大
規
模
に
行
わ
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
こ
そ
"
日

18  Ｌｏｓｔ　Ｍｅｍｏｒｙ　表



常
"
の
尊
さ
を
忘
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
く
は
単
に
、
相
手
の
拠
点
が
あ
ま
り
に
も
明
白
だ
っ

た
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
れ
は
偶
発
的
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
回
避
も
可
能
だ
。
し
か
し
、

そ
れ
は
果
た
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

　
と
に
か
く
、
そ
の
ト
ッ
プ
は
そ
の
内
戦
地
域
に
核
攻
撃
を
仕
掛
け
た
。

　　　　
そ
し
て
．．．

　
世
界
は
．．．

　
滅
ん
だ
．．．

　　　
簡
単
に
言
え
ば
、
中
東
地
域
に
も
核
の
抑
止
力
が
存
在
し
て
い
た
の
だ
。

　
お
そ
ら
く
裏
で
核
の
開
発
を
進
め
て
い
た
の
か
。
も
し
く
は
第
三
国
か
ら
核
を
譲
り
受
け
た
の
か
。

　
後
者
な
ら
皮
肉
な
結
果
に
な
っ
た
も
の
だ
。
核
の
こ
ぶ
し
が
降
り
て
き
て
い
る
と
見
た
第
三
国
は

あ
わ
て
て
核
の
抑
止
力
を
与
え
た
に
違
い
な
い
の
に
、
結
果
と
し
て
逆
方
向
に
向
か
っ
て
し
ま
っ
た
の

だ
。
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あ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

　
内
戦
地
域
に
あ
っ
た
核
は
と
あ
る
国
と
そ
の
同
盟
国
に
対
し
て
カ
ウ
ン
タ
ー
と
し
て
核
の
豪
雨
を

降
ら
せ
た
の
だ
。

　
そ
れ
は
広
島
や
長
崎
の
例
よ
り
ず
っ
と
悲
惨
な
も
の
だ
っ
た
。
１
発
の
み
で
爆
風
に
よ
り
半
径
３

０
ｋ
ｍ
の
範
囲
が
焼
却
さ
れ
、
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
広
い
範
囲
で
建
物
の
倒
壊
な
ど
の
被
害
が
あ
っ

た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
な
ら
ば
、
ま
だ
救
い
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
豪
雨
が
降
れ
ば
二
次
災
害
は
当
然
起
き
る
。
そ
れ
が
世
界
規
模
な
ら
な
お
さ
ら
だ
。

　
そ
う
、
核
の
雨
が
降
っ
た
あ
と
は
、
放
射
能
の
氾
濫
が
始
ま
っ
た
の
だ
。

　
そ
れ
は
徹
底
的
に
人
の
住
む
場
所
を
な
く
し
、
交
流
す
る
道
を
寸
断
し
、
長
く
続
く
苦
し
み
を
与
え

た
。
人
々
は
悦
な
ど
と
う
に
求
め
て
い
な
か
っ
た
。
た
だ
、
現
状
を
打
破
し
た
い
の
み
だ
っ
た
。
す
な

わ
ち
、
今
を
捨
て
、
明
日
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
、
己
と
い
う
存
在
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
に

違
い
な
い
と
い
う
こ
と
。

　
こ
の
時
点
で
資
本
主
義
は
破
綻
し
て
お
り
、
ま
た
人
が
心
身
と
も
に
決
定
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、

文
明
そ
の
も
の
が
崩
壊
す
る
こ
と
は
必
死
と
な
っ
た
。
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核
の
攻
撃
に
は
核
の
憎
し
み
を
。

　
そ
う
考
え
る
人
々
は
あ
ま
り
多
く
い
な
か
っ
た
。

　　　
し
か
し
、
残
っ
た
防
衛
組
織
は
そ
の
声
を
聞
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
内
戦
地
域
に
あ
っ
た
核
の
獲
得
元

を
核
の
嵐
を
受
け
な
か
っ
た
国
と
断
定
し
、
そ
れ
に
当
て
は
ま
る
国
を
攻
撃
し
た
。
も
ち
ろ
ん
核
で
。

　
人
々
は
世
界
の
動
向
に
興
味
を
な
く
し
、
見
る
こ
と
す
ら
で
き
ず
に
、
否
、
見
る
こ
と
が
で
き
ず
に

た
だ
た
だ
そ
の
核
の
応
酬
は
行
わ
れ
た
。
自
身
を
失
っ
た
者
に
そ
の
資
格
は
な
い
。

　
こ
れ
に
て
世
界
を
滅
亡
し
た
。

　
表
上
は
．．．
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Ｌ
ｏ
ｓ
ｔ
　
Ｍ
ｅ
ｍ
ｏ
ｒ
ｙ
　
裏

　　
世
界
は
と
っ
く
の
昔
に
滅
ん
で
い
た
。

　
表
で
は
内
戦
が
起
き
て
い
た
り
、
核
攻
撃
が
示
唆
さ
れ
て
い
た
り
と
懸
念
要
素
は
多
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
魔
術
的
に
は
星
は
１
０
０
年
前
か
ら
滅
ん
で
い
た
。

　
な
ぜ
な
ら
ば
、
地
球
か
ら
あ
ふ
れ
で
る
マ
ナ
が
圧
倒
的
に
少
な
く
な
っ
た
の
だ
。

　
魔
術
協
会
は
様
々
な
魔
術
的
検
証
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
各
種
ロ
ー
ド
の
承
認
を
経
て
、
そ
れ
は
決

定
的
な
事
実
と
な
っ
た
。

　
魔
術
師
た
ち
は
そ
の
立
場
を
捨
て
て
で
も
根
源
に
至
ろ
う
と
し
た
。

　
魔
術
使
い
は
必
死
で
星
を
永
続
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

　
核
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
い
ま
だ
未
知
な
る
景
色
に
よ
っ
て
根
源
に
た
ど
り
着
こ
う
と
し
た
者
が
い

た
。

　
魔
術
そ
の
も
の
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
で
マ
ナ
と
い
う
概
念
を
失
く
し
、
観
測
の
無
意
味
を
証
明
し
よ

う
と
し
た
者
も
い
た
。

　
前
者
は
核
の
あ
ま
り
に
も
強
大
な
力
に
耐
え
切
れ
ず
、
後
者
は
科
学
的
に
も
世
界
が
崩
壊
し
て
い
る

こ
と
で
意
義
を
失
っ
た
。

22  Ｌｏｓｔ　Ｍｅｍｏｒｙ　裏



　　　　
と
は
言
え
、
彼
ら
に
は
ま
だ
選
択
肢
が
あ
っ
た
。

　
魔
術
と
科
学
を
融
合
さ
せ
、
新
た
な
環
境
に
耐
え
ら
れ
る
遺
伝
子
を
開
発
し
よ
う
と
し
た
の
だ
。
も

し
く
は
、
核
そ
の
も
の
を
消
そ
う
と
し
た
の
だ
。

　
魔
術
的
に
言
え
ば
、
ホ
ム
ン
ク
ル
ス
か
ら
始
ま
る
錬
金
術
、
強
化
魔
術
、
支
配
魔
術
、
果
て
に
は
置

換
魔
術
ま
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
科
学
的
に
言
え
ば
、
ク
ロ
ー
ン
技
術
や
未
分
化
細
胞
、
遺
伝
子
組
み
換
え
、
特
殊
防
護
服
、
免
疫
獲

得
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
。

　
人
類
は
ま
だ
発
展
で
き
る
、
手
を
つ
な
げ
ば
ど
こ
ま
で
も
い
け
る
。

　
開
発
は
核
の
影
響
が
出
て
い
な
い
南
極
で
行
わ
れ
た
。

　
彼
ら
の
進
化
に
よ
る
技
術
は
凄
ま
じ
い
も
の
だ
っ
た
。
魔
術
は
科
学
を
忌
み
嫌
う
も
の
、
科
学
は
魔

術
を
否
定
す
る
も
の
、
そ
の
二
つ
が
手
を
取
り
合
う
結
果
は
ど
れ
ほ
ど
強
力
な
の
か
。
そ
し
て
彼
ら
は

魔
術
を
精
査
し
研
鑽
す
る
の
で
は
な
く
、
魔
術
を
使
用
す
る
こ
と
に
全
力
を
だ
し
た
、
そ
こ
に
は
不
可

能
は
な
い
と
思
わ
れ
た
。

　
ゆ
え
に
彼
ら
は
気
づ
か
な
い
。
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マ
ナ
を
失
い
、
魔
術
の
原
理
が
広
く
知
れ
渡
り
、
神
秘
な
ど
既
に
失
っ
た
。
に
も
関
わ
ら
ず
魔
術
は

正
常
、
否
こ
れ
ま
で
以
上
に
効
果
が
あ
っ
た
。

　
そ
れ
に
気
が
つ
い
た
の
は
対
放
射
能
に
お
け
る
薬
の
開
発
で
一
定
の
成
果
を
上
げ
た
頃
だ
っ
た
。

す
ば
ら
し
い
物
が
で
き
た
が
そ
の
と
き
に
は
、

　
実
験
で
観
測
し
た
数
値
は
安
定
せ
ず
、

　
計
算
式
の
定
数
項
が
変
化
し
始
め
、

　
設
備
に
不
調
が
出
始
め
た
。

　
そ
う
、
物
理
法
則
が
崩
壊
し
た
の
だ
。

　
こ
れ
は
人
類
に
対
す
る
絶
対
的
死
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
な
ぜ
な
ら
ば
、
魔
術
は
も
は
や
科
学
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
だ
。
科
学
が
魔
術
を
隠

蔽
す
る
こ
と
で
、
魔
術
は
わ
ず
か
な
が
ら
に
生
存
し
て
い
た
。
し
か
し
物
理
法
則
が
消
え
る
こ
と
で
そ

の
隠
蔽
も
で
き
な
く
な
り
、
魔
術
も
共
に
死
ん
で
し
ま
う
の
だ
。
つ
ま
り
発
生
す
る
の
は
、
人
類
文
明

の
滅
亡
で
あ
る
。

原
初
の
一

ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
・
ワ
ン

　
こ
の
事
態
の
発
生
の
原
因
は
特
異
点
で
は
な
く
、

の
仕
業
で
も
な
く
、無
限
の
計
算
に
よ

る
決
定
づ
け
ら
れ
た
意
図
的
な
結
果
で
も
な
い
。
そ
こ
に
は
い
か
な
る
矛
盾
も
違
和
感
も
存
在
せ
ず
、

定
め
ら
れ
て
い
た
運
命
だ
け
が
あ
っ
た
。
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結
論
と
し
て
は
人
は
星
に
悪
影
響
は
与
え
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
単
に
星
の
寿
命
が
限
界
だ
っ

た
。
人
で
例
え
る
な
ら
、
衰
弱
死
が
適
当
だ
ろ
う
。

　
ガ
イ
ヤ
は
滅
ん
だ
。
星
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
以
上
、
人
類
は
生
き
て
い
く
の
に
あ
ま
り
に
も
貧
弱

だ
っ
た
。

　
こ
れ
が
彼
ら
の
デ
ッ
ト
エ
ン
ド
で
あ
り
、
人
類
史
と
い
う
旅
路
の
終
点
。
こ
こ
か
ら
は
道
場
で
も
、

な
ん
で
も
好
き
な
と
こ
ろ
に
行
け
ば
い
い
。

　
こ
こ
か
ら
始
ま
る
の
は
、
数
少
な
い
マ
ス
タ
ー
に
よ
る
、
人
類
と
し
て
は
身
勝
手
で
無
意
味
な
戦
い

　
終
焉
に
し
て
原
初
の
聖
杯
戦
争
の
開
幕
で
あ
る
。
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